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取材を終えて 
　見守り活動以外にも児童広場の管理なども
されており、地域住民の信頼も厚く頼りにさ
れる存在です。お話を伺う中で伝わる、自身
より他を思いやる気持ち、やさしさ、正義感
など、人柄に感動しました。今後も健康に留
意され、ますますのご活躍をお祈りします。
　　　　　　　　　　 　　　　　（船戸光夫） 

　約10年前から地域で児童の通学の安全を見守
り続ける、さつきケ丘在住の高倉さんを取材し
ました。 
 
♪通学の見守り活動を始めたきっかけは？ 

　約10年前、健康のために毎日歩くことを始
めました。その際に、お一人で旗当番をされ
ている保護者の方を見かけ、一人では大変だ
と思ったのがきっかけです。 
 

♪見守り活動で気づかれたことは？ 
　道幅が狭く交通量も多いため、車のすれ違
いで側溝のふたまで車が来ることもあり、危
険だと感じます。 
 

♪最後に高倉さんのモットーは？ 
　やさしさと思いやりを持って過ごすことを日々
心掛けています。 

令和元年度　決算の概要 

一　般　質　問 

「新型コロナ対策　今後の町内企業支援の考えは」 

「子どもが認知症を理解する機会を」 

「町費で県道の植樹帯管理を」　ほか 
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議会だより 議会だより 児童の通学の 
　安全を見守り約10年 

～さつきケ丘在住　高倉 晃さん

表紙の写真 

 
五条川の秋の風物詩の
ヒガンバナ。 
今年もきれいに咲きま
した。 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

12月定例会予定 
11月27日（金） 提案説明 

30日（月） 一般質問 
12月 1日（火） 一般質問 

7日（月） 質疑 
8日（火） 質疑・委員会付託 

10日（木） 総務建設常任委員会 
14日（月） 文教福祉常任委員会 
18日（金） 討論・採決 

※日程は、変更になる場合があります。 
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　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

12月定例会の傍聴について （※委員会を除く） 
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会計区分 

歳入 

前年度比 

歳出 

前年度比 

一般会計 

97億 
6313万円 

7億 
3441万円 

92億 
6635万円 

4億 
8948万円 

国際交流 

特　別　会　計 

564万円 

54万円 

564万円 

54万円 

国民 
健康保険 

19億 
7897万円 

▲9322万円 

19億 
5768万円 

▲8063万円 

後期高齢者 
医療 

2億 
9610万円 

1783万円 

2億 
9514万円 

1702万円 

介護保険 

11億 
6698万円 

4955万円 

11億 
6442万円 

6583万円 

公共下水道 
事業 

9億 
7608万円 

▲5439万円 

9億 
7608万円 

▲5439万円 

農業集落 
家庭排水 

2041万円 

▲701万円 

2041万円 

▲701万円 

土地取得 

2億 
1552万円 

1億 
1218万円 

1億 
8060万円 

1億 
612万円 

社本 
育英事業 

615万円 

497万円 

615万円 

497万円 

合計 

144億 
2898万円 

7億 
6486万円 

138億 
7247万円 

5億 
4193万円 

■会計別決算の状況 

町税 
59億7648万円 

（61%） 

繰入金 
6億1608万円 

（6%） 

諸収入等 
5億9377万円 

（6%） 

使用料及び 
手数料等 

3億0507万円 
（3%） 

国・県支出金 
12億6295万円 

（13%） 

各種交付金等 
7億7701万円 

（8%） 

町債 
1億4100万円 

（1%） 

地方譲与税 
9077万円 
（1%） 

民生費 
30億7518万円 

（33.2%） 

総務費 
18億1483万円 

（19.6%） 

土木費 
13億8124万円 

（14.9%） 

衛生費 
9億7876万円 
（10.6%） 

教育費 
9億5118万円 
（10.3%） 

消防費 
4億1548万円 

（4.5%） 

農業費・商工費等 
3億1729万円 

（3.2%） 

公債費 
2億0252万円 

（2.2%） 

議会費 
1億2987万円 

（1.4%） 

　
歳
入
決
算
額
は
対
前
年
度
比
で
約
7
億
3
4
4
1
万
円
（
8
・
1
%
）
増
加
し
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
町
民
税
が
3
億

8
千
万
円
（
6
・
8
%
）
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
法
人
町
民
税
が
約
2
億
3
千
万
円
ほ
ど
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
内
の
主
要
業
種
の
業
績
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
歳
出
決
算
額
は
対
前
年
度
比
で
約
4
億
8
9
4
8
万
円
（
5
・
6
%
）
増
加
し
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
西
保
育
園
増
改

築
工
事
の
あ
っ
た
民
生
費
が
約
4
億
4
千
万
円
増
加
、
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
機
械
・
電
気
設
備
改
修
工
事
の
あ
っ
た
衛
生
費

が
約
2
億
5
千
万
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
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計
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令和元年度　 決算の概要 

9月議会で決まった主な内容など 

9月定例会を9月1日から25日までの25日間の会期で開催しました。 

○町提出（17議案、1認定）　令和2年度一般会計補正予算（第5号）など 

　採決の結果　【全会一致で可決】令和2年度一般会計補正予算（第6号）ほか15議案 

【賛成多数で可決】令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定ほか2議案 

※賛否の分かれた議案の詳細については、6ぺージをご覧ください。 

〇議員提出（2議案） 

　採決の結果　【全会一致で可決】新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に 

対し地方税財源の確保を求める意見書についてほか1議案 

〇請願　審議の結果　【採択】1件 

一般質問は8人の議員が町政全般にわたり質問しました。 

92億 

6635万円 

支出（歳出） 

97億 

6313万円 

収入（歳入） 

92億 

6635万円 

支出（歳出） 

97億 

6313万円 

収入（歳入） 

92億 

6635万円 

支出（歳出） 

97億 

6313万円 

収入（歳入） 

高齢者・障がい者福祉や 
保育園、児童手当などに 
かかったお金 

小中学校や 
生涯学習施設の 
管理にかかったお金 

庁舎管理や 
コミュニティバスの運行に 
かかったお金 

道路や公園の 
整備・維持管理に 
かかったお金 

自主財源 
町で 

集めたお金 

依存財源 
国や県などに 
頼ったお金 

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。 
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問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 
問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 
問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

来
年
2
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
や
印
鑑

証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
印
鑑
証
明
書
の
取

得
に
必
要
な
印
鑑
登
録
証
は

ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
手

数
料
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
 

 コ
ン
ビ
ニ
で
印
鑑
証
明

書
を
取
得
す
る
際
に
印
鑑
登

録
証
は
必
要
な
い
。
ま
た
、

手
数
料
は
役
場
の
窓
口
と
同

じ
2
0
0
円
の
予
定
。
 

個
人
情
報
保
護
の
仕
組

み
は
。
 

 店
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
使
用

し
、
従
業
員
を
介
さ
な
い
仕

組
み
で
あ
る
た
め
個
人
情
報

を
他
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
。
ま
た
、
証
明
書
等
の

取
り
忘
れ
防
止
の
た
め
の
ア

ラ
ー
ム
に
よ
り
安
全
性
を
高

め
て
い
る
。
 

不
納
欠
損
額
は
毎
年
増

加
傾
向
。
平
成
28
、
29
年
度

で
は
2
0
0
万
円
程
度
だ
っ

た
が
、
30
年
度
は
4
4
0
万

円
、
令
和
元
年
度
は
5
0
0

万
円
を
越
え
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
。
 

 数
字
的
に
見
れ
ば
増
加

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

年
度
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ

る
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
。
 

主
要
施
策
の
成
果
報
告

書
に
、
「
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
検
討
会
」
で
進
め
て

き
た
検
討
事
項
を
3
年
度
か

ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。
 

 現
在
の
区
長
会
の
在
り

方
、
区
長
へ
の
依
頼
事
項
の

内
容
、
行
政
区
交
付
金
等
を

見
直
し
、
区
長
業
務
の
負
担

軽
減
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
、
高
齢
者
以
外
へ
助
成

は
。
  ワ

ク
チ
ン
は
昨
年
度
の

実
績
に
よ
り
供
給
さ
れ
て
い

る
。
1
割
ほ
ど
供
給
量
が
増

や
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

助
成
に
よ
っ
て
希
望
者
が
増

え
る
と
不
足
す
る
懸
念
が
あ

る
た
め
、
助
成
対
象
の
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。
 

国
か
ら
高
齢
者
の
予
防

接
種
を
優
先
す
る
よ
う
に
医

療
機
関
に
要
請
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
受
験
期
の
子
ど

も
の
接
種
が
遅
れ
る
こ
と
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
受
験

期
の
子
ど
も
の
優
先
順
位
を

上
げ
る
よ
う
に
国
に
話
は
で

き
な
い
か
。
 

 予
防
接
種
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
医
師
会
と
は
綿
密

に
相
談
を
し
て
い
る
。
こ
の

件
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
き

た
い
。
 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
構

想
作
成
と
あ
る
が
、
現
在
ア

レ
ル
ギ
ー
が
原
因
で
給
食
が

食
べ
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒

は
何
人
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

ま
た
そ
の
児
童
・
生
徒
の
昼

食
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
 

 

本
年
4
月
の
時
点
で
、

教
員
を
含
め
て
小
学
校
で
48

人
、
中
学
校
で
10
人
。
本
町

の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
ア
レ

ル
ギ
ー
除
去
を
し
て
い
な
い

の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
分
析
表

を
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
に

配
布
し
て
確
認
し
て
も
ら
っ

て
対
応
し
て
い
る
。
 

7月21日に開催された臨時会では、町提出の令和2年度一般会計補正予算（第4号）ほか 

2議案を全会一致で可決しました。 

○予算関係 

　令和2年度一般会計補正予算（第4号） 

　令和2年度公共下水道事業特別会計補正予算（第2号） 

○契約関係 

　大口町立大口西小学校機械設備更新工事請負契約について 

7月臨時会で決まった主な内容など 

主
要
施
策
の
成
果
報
告

書
に
あ
る
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
検
証
を
基
に
解
明

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う

な
事
案
と
は
ど
う
い
っ
た
こ

と
か
。
 

 運
転
へ
の
苦
情
に
対
し
、

バ
ス
の
車
内
外
を
撮
影
で
き

る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に

よ
っ
て
事
実
を
確
認
し
て
指

導
に
利
用
し
て
い
る
。
 

 様
々
な
財
源
を
活
用
し
、

バ
ス
の
台
数
も
増
や
し
な
が

ら
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
企

業
も
増
や
し
て
い
く
方
向
も

必
要
で
は
。
 

 バ
ス
の
更
新
計
画
を
進

め
て
お
り
、
今
後
、
令
和
7

年
度
ま
で
に
3
台
を
更
新
す

る
。
車
両
の
更
新
に
2
千
万

円
近
く
か
か
り
運
行
経
費
が

上
が
る
た
め
、
新
規
導
入
は

難
し
い
。
ま
た
、
利
用
企
業

を
増
や
す
こ
と
も
、
ル
ー
ト

の
大
幅
変
更
、
ま
た
は
再
編

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
難

し
い
。
 

今
後
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
民
間
委
託
に
つ
い
て
の
考

え
は
。
 

 児
童
・
生
徒
に
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提

供
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き

直
営
で
行
っ
て
い
く
。
 

総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
照
明
改
修
工
事
で
照
明

が
L
E
D
化
さ
れ
た
が
、
電

気
使
用
料
は
下
が
っ
た
の
か
。

ま
た
、
下
が
っ
た
分
を
利
用

者
に
還
元
す
る
予
定
は
。
 

 運
動
場
全
体
で
大
体
毎

月
2
〜
3
万
円
ぐ
ら
い
は
下

が
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
利
用
者
に
還
元
で
き
る
ほ

ど
の
効
果
は
上
が
っ
て
い
な

い
。
 

住
宅
改
修
費
補
助
金
の

詳
細
は
。
 

 在
宅
で
自
立
し
た
生
活

を
支
援
す
る
た
め
の
町
独
自

施
策
。
要
介
護
認
定
者
に
対

し
て
50
万
円
を
上
限
に
住
宅

改
修
費
の
2
分
の
1
を
補
助
。

段
差
解
消
ス
ロ
ー
プ
が
8
人
、

手
す
り
が
1
人
の
計
9
人
に

交
付
し
た
。
 

 

北
保
育
園
園
庭
芝
管
理

に
つ
い
て
、
前
年
度
に
比
べ

約
20
万
円
少
な
く
な
っ
た
理

由
は
。
 

 毎
年
実
施
し
て
い
た
作

業
を
隔
年
に
す
る
な
ど
し
て

経
費
の
削
減
を
図
っ
た
た
め
。
 

芝生管理の作業内容見直しで経費削減がされました（北保育園） 

▼不納欠損とは 
未納となっている町の債権

（町税など）のうち、債務者
が死亡し相続人もいない場合
や、時効が成立したとき等、
徴収の見通しが立たない等の
理由で未収金から除くことを
言います。 

補
正
予
算
 

決
算
認
定
 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
5
号
）
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費
 

【
地
域
自
治
推
進
事
業
】 
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般
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補
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予
算
（
6
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）
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定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 

8議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

部分舗装を繰り返すよりも事業年度を分けて
でも高規格化、あるいは全面補修すべきでは。 
 
多額の費用が掛かるが、国の交付金
等が削減されているため、舗装修繕計
画の達成に向け、経費削減を図りなが
ら町単独費で施工を実施していきたい。 

岡
　
孝
夫
 

令
和
元
年
9
月
議
会
 

町道豊三線（国道155号以南） 
高規格化または全面補修を 

問 

答 

上小口地区に、子どもに身近で
安全に遊べる場の設置を。 
 
子どもの増加が一段落した後も、
日常的に利用され、防災拠点にも
なるような公園を地域の皆さんと
一緒に検討していきたいと考える。 

丹
羽
　
孝
 

子どもに身近な遊び場の 
設置を 

問 

答 

町単独費で計画的に全面舗装を順次行い、今
年度は、町道西武線以南を予定しています。 

質問者の満足度 昨年度・今年度と部分舗装
が進展する中、まずは西武
線以南を施工とのこと。地
域住民一同、期待しています。 

公園設置には目的に合わせた場所、広さも重要
な要素となります。また、用地へのご協力が必
須であるため、地元である程度の案を示してい
ただけるよう調整しながら一緒に検討していき
たいと考えています。 

質問者の満足度 児童園地の整備はされたが、
増加した子どもたちが安全
に遊べる場としては不十分。
今後の進展に期待します。 

こ
う
な
っ
た
 

YouTube 
公式チャンネル 

「議会大口町」 

一
　
般 

質
　
問 

江口昌史 

丹羽　孝 

船戸光夫 

佐名かよ子 

江幡満世志 

吉田　正 

丹羽　勉 

岡　孝夫 

新しく町史を刊行する目的は 
新型コロナ対策　今後の町内企業支援の考えは 

地域防災計画の定期的な見直しを 
住民への町独自の支援額は 

地域活動　無関心層の取り込みは 

子どもが認知症を理解する機会を 
LINEによる通報システムの導入は 

町独自の少人数学級の実施を 
本庁舎玄関に総合案内の設置を 

国民健康保険　資格証明書の廃止を 
新型コロナ対策　小企業に大胆な支援を 

選挙公営・選挙公報の条例制定を 
町費で県道の植樹帯管理を 

主要施策の成果報告書　事業評価の調査・研究はどのようか 
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がんばれ 

がんばれ 

①
②
③ 

議　案　名 

× 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

吉

田

 

江

幡

 

佐

名

 

近

藤

 

江

口

 

船

戸

 

酒

井

 

岡
 

鈴

木

 

大

竹

 

伊

藤

 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊

木

 

倉

知

 

○＝賛成　　×＝反対　　退＝退席により採決不参加 

※議長は採決に加わらないため空欄。 

①
書
面
審
議
に
関
す
る
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
 

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
 

吉
田
　
正
 

　
書
面
審
議
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
進
め

方
が
定
め
ら
れ
て
な
い
。
要

綱
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
る

も
の
で
も
な
く
、
こ
の
条
例

自
体
を
審
議
し
よ
う
が
な
い
。
 

　
よ
っ
て
、
審
議
で
き
な
い

条
例
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
対
策
で
、
審
議
会
等
で
委

員
等
を
招
集
す
る
こ
と
な
く

書
面
審
議
で
対
応
さ
れ
る
こ

と
が
実
態
と
し
て
あ
る
。
 

　
議
案
に
賛
成
す
る
が
、
安

易
な
書
面
審
議
と
な
ら
な
い

よ
う
実
施
要
綱
等
を
早
急
に

整
備
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
等
の

活
用
に
よ
り
可
能
な
限
り
委

員
を
招
集
し
て
開
催
す
る
こ

と
を
お
願
い
す
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

②
令
和
2
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
5
号
）
 

江
幡
満
世
志
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

の
予
算
が
不
十
分
。
い
つ
終

息
す
る
か
分
か
ら
な
い
が
、

今
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
財
政
的
考
察
も
必

要
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
他
自
治
体
が

ま
ね
で
き
な
い
施
策
が
必
要
。
 

　
全
て
の
町
民
が
喜
ぶ
感
染

症
対
策
を
要
望
す
る
。
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

予
算
に
加
え
、
本
町
の
安
心

安
全
を
継
続
す
る
た
め
に
必

要
な
予
算
の
補
正
が
さ
れ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
の
商
工
振
興
事
業
で
は
、

希
望
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と

が
残
念
で
あ
る
が
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
支
援
事
業
が
あ

る
際
に
は
多
く
の
事
業
者
が

利
用
で
き
る
よ
う
な
対
策
の

検
討
を
お
願
い
す
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

③
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
 

吉
田
　
正
 

　
町
の
財
政
は
健
全
な
状
態

を
保
っ
て
い
る
が
、
こ
の
健

全
さ
が
住
民
の
福
祉
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
十
分
に
活
か

さ
れ
て
い
な
い
。
 

　
思
い
切
っ
た
防
犯
灯
の
増

設
等
、
住
民
の
安
全
安
心
対

策
、
医
療
費
無
料
制
度
の
高

校
卒
業
ま
で
拡
大
等
の
子
育

て
支
援
策
等
、
各
種
施
策
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と

を
望
む
。
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
決
算
関
係
書
類
か
ら
、
経

営
計
画
を
適
切
に
執
行
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
 

　
今
後
の
予
算
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
監
査
委
員
に
よ
る

決
算
審
査
の
審
査
意
見
欄
に

記
載
さ
れ
た
評
価
事
項
を
十

分
に
検
討
し
、
改
善
に
つ
な

が
る
よ
う
要
望
す
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

書面審議に関する関係条例の整備に関する条例の制定 
令和2年度一般会計補正予算（第5号） 
令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定 

　
9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
各
1
件
の
請
願
及
び
陳
情

を
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。
 

【
　
請
　
願
　
】 

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
請
願
書
 

（
採
択
） 

請
願
者
 

　
尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

執
行
委
員
長
　
伊
藤
孝
行
 

他
76
名
 

紹
介
議
員
 

丹
羽
　
勉
 

【
　
陳
　
情
　
】 

私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を

軽
減
し
、
学
費
の
公
私
格
差

を
是
正
す
る
た
め
に
市
町
村

独
自
の
授
業
料
助
成
制
度
を

維
持
し
、
拡
充
を
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

　
私
学
を
よ
く
す
る
 

愛
知
父
母
懇
談
会
 

江
南
ブ
ロ
ッ
ク
 

代
表
　
竹
下
　
友
二
 

他
2
名
  

　
2
件
の
意
見
書
を
国
へ
提

出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議

し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。
 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書
 

 定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
 

請
願
・
陳
情 

意
見
書
提
出 

過去の請願・陳情の審査結果等は 
こちらをご覧ください。 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 
 

大口町ホームページ 
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定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 

8議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

部分舗装を繰り返すよりも事業年度を分けて
でも高規格化、あるいは全面補修すべきでは。 
 
多額の費用が掛かるが、国の交付金
等が削減されているため、舗装修繕計
画の達成に向け、経費削減を図りなが
ら町単独費で施工を実施していきたい。 

岡
　
孝
夫
 

令
和
元
年
9
月
議
会
 

町道豊三線（国道155号以南） 
高規格化または全面補修を 

問 

答 

上小口地区に、子どもに身近で
安全に遊べる場の設置を。 
 
子どもの増加が一段落した後も、
日常的に利用され、防災拠点にも
なるような公園を地域の皆さんと
一緒に検討していきたいと考える。 

丹
羽
　
孝
 

子どもに身近な遊び場の 
設置を 

問 

答 

町単独費で計画的に全面舗装を順次行い、今
年度は、町道西武線以南を予定しています。 

質問者の満足度 昨年度・今年度と部分舗装
が進展する中、まずは西武
線以南を施工とのこと。地
域住民一同、期待しています。 

公園設置には目的に合わせた場所、広さも重要
な要素となります。また、用地へのご協力が必
須であるため、地元である程度の案を示してい
ただけるよう調整しながら一緒に検討していき
たいと考えています。 

質問者の満足度 児童園地の整備はされたが、
増加した子どもたちが安全
に遊べる場としては不十分。
今後の進展に期待します。 

こ
う
な
っ
た
 

YouTube 
公式チャンネル 

「議会大口町」 

一
　
般 

質
　
問 

江口昌史 

丹羽　孝 

船戸光夫 

佐名かよ子 

江幡満世志 

吉田　正 

丹羽　勉 

岡　孝夫 

新しく町史を刊行する目的は 
新型コロナ対策　今後の町内企業支援の考えは 

地域防災計画の定期的な見直しを 
住民への町独自の支援額は 

地域活動　無関心層の取り込みは 

子どもが認知症を理解する機会を 
LINEによる通報システムの導入は 

町独自の少人数学級の実施を 
本庁舎玄関に総合案内の設置を 

国民健康保険　資格証明書の廃止を 
新型コロナ対策　小企業に大胆な支援を 

選挙公営・選挙公報の条例制定を 
町費で県道の植樹帯管理を 

主要施策の成果報告書　事業評価の調査・研究はどのようか 
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○＝賛成　　×＝反対　　退＝退席により採決不参加 

※議長は採決に加わらないため空欄。 

①
書
面
審
議
に
関
す
る
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
 

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
 

吉
田
　
正
 

　
書
面
審
議
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
進
め

方
が
定
め
ら
れ
て
な
い
。
要

綱
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
る

も
の
で
も
な
く
、
こ
の
条
例

自
体
を
審
議
し
よ
う
が
な
い
。
 

　
よ
っ
て
、
審
議
で
き
な
い

条
例
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
対
策
で
、
審
議
会
等
で
委

員
等
を
招
集
す
る
こ
と
な
く

書
面
審
議
で
対
応
さ
れ
る
こ

と
が
実
態
と
し
て
あ
る
。
 

　
議
案
に
賛
成
す
る
が
、
安

易
な
書
面
審
議
と
な
ら
な
い

よ
う
実
施
要
綱
等
を
早
急
に

整
備
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
等
の

活
用
に
よ
り
可
能
な
限
り
委

員
を
招
集
し
て
開
催
す
る
こ

と
を
お
願
い
す
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

②
令
和
2
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
5
号
）
 

江
幡
満
世
志
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

の
予
算
が
不
十
分
。
い
つ
終

息
す
る
か
分
か
ら
な
い
が
、

今
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
財
政
的
考
察
も
必

要
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
他
自
治
体
が

ま
ね
で
き
な
い
施
策
が
必
要
。
 

　
全
て
の
町
民
が
喜
ぶ
感
染

症
対
策
を
要
望
す
る
。
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

予
算
に
加
え
、
本
町
の
安
心

安
全
を
継
続
す
る
た
め
に
必

要
な
予
算
の
補
正
が
さ
れ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
の
商
工
振
興
事
業
で
は
、

希
望
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と

が
残
念
で
あ
る
が
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
支
援
事
業
が
あ

る
際
に
は
多
く
の
事
業
者
が

利
用
で
き
る
よ
う
な
対
策
の

検
討
を
お
願
い
す
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

③
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
 

吉
田
　
正
 

　
町
の
財
政
は
健
全
な
状
態

を
保
っ
て
い
る
が
、
こ
の
健

全
さ
が
住
民
の
福
祉
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
十
分
に
活
か

さ
れ
て
い
な
い
。
 

　
思
い
切
っ
た
防
犯
灯
の
増

設
等
、
住
民
の
安
全
安
心
対

策
、
医
療
費
無
料
制
度
の
高

校
卒
業
ま
で
拡
大
等
の
子
育

て
支
援
策
等
、
各
種
施
策
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と

を
望
む
。
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
決
算
関
係
書
類
か
ら
、
経

営
計
画
を
適
切
に
執
行
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
 

　
今
後
の
予
算
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
監
査
委
員
に
よ
る

決
算
審
査
の
審
査
意
見
欄
に

記
載
さ
れ
た
評
価
事
項
を
十

分
に
検
討
し
、
改
善
に
つ
な

が
る
よ
う
要
望
す
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

書面審議に関する関係条例の整備に関する条例の制定 
令和2年度一般会計補正予算（第5号） 
令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定 

　
9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
各
1
件
の
請
願
及
び
陳
情

を
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。
 

【
　
請
　
願
　
】 

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
請
願
書
 

（
採
択
） 

請
願
者
 

　
尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

執
行
委
員
長
　
伊
藤
孝
行
 

他
76
名
 

紹
介
議
員
 

丹
羽
　
勉
 

【
　
陳
　
情
　
】 

私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を

軽
減
し
、
学
費
の
公
私
格
差

を
是
正
す
る
た
め
に
市
町
村

独
自
の
授
業
料
助
成
制
度
を

維
持
し
、
拡
充
を
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

　
私
学
を
よ
く
す
る
 

愛
知
父
母
懇
談
会
 

江
南
ブ
ロ
ッ
ク
 

代
表
　
竹
下
　
友
二
 

他
2
名
  

　
2
件
の
意
見
書
を
国
へ
提

出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議

し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。
 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書
 

 定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
 

請
願
・
陳
情 

意
見
書
提
出 

過去の請願・陳情の審査結果等は 
こちらをご覧ください。 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 
 

大口町ホームページ 
⇒　町議会 
⇒　請願、陳情一覧 
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おおぐち議会だより　No.226
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

地域防災計画の定期的な見直しを 
地域協働部長 今年度末に見直す 

住
民
へ
の
町
独
自
の
支
援
額
は
 

地
域
協
働
部
長 

水
道
基
本
料
減
免
等
で
約
1
億
円
 

こ
れ
ま
で
本
町
は
昭
和

10
年
に
大
口
村
史
を
、

57
年
に
大
口
町
史
を
刊
行
し

て
い
る
が
、
今
回
新
し
く
町

史
を
刊
行
す
る
目
的
は
。
 

57
年
刊
行
の

町
史
以
降
、

約
40
年
が
経
過
し
、
平
成
の

時
代
に
は
様
々
な
出
来
事
が

あ
っ
た
。
こ
の
間
、
変
化
し

た
町
の
様
子
を
記
憶
や
残
さ

れ
た
資
料
が
あ
る
う
ち
に
、

記
録
と
し
て
後
世
に
残
す
こ

と
が
必
要
と
判
断
し
、
「
昭

和
・
平
成
版
大
口
町
史
」
を

刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 

現
在
休
講
に
な
っ
て
い

る
町
史
編
さ
ん
講
座
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
。
 

講
座
の
再
開

は
、
編
さ
ん

中
の
町
史
の
文
字
原
稿
が
あ

る
程
度
出
来
上
が
っ
た
後
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
み
て
編
さ

ん
作
業
に
反
映
で
き
る
よ
う

な
内
容
で
進
め
て
い
き
た
い
。
 

 

新
し
い
大
口
町
史
は
ど

の
よ
う
な
形
で
配
布
さ

れ
る
の
か
。
 

印
刷
部
数
は

極
力
抑
え
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

す
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
 

 

町
史
編
さ
ん
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
 

年
内
に
本
文

原
稿
を
完
成

さ
せ
、
そ
の
後
、
全
体
の
内

容
確
認
と
本
文
レ
イ
ア
ウ
ト

等
の
校
正
作
業
を
進
め
て
い

く
予
定
。
 

 

新
し
い
大
口
町
史
が
刊

行
さ
れ
た
後
、
そ
の
成

果
を
ど
の
よ
う
に
本
町
の
未

来
の
た
め
に
還
元
し
て
い
く

の
か
。
 

次
世
代
を
担

う
町
民
の
皆

さ
ん
が
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ

り
や
思
い
に
共
感
で
き
、
今

後
の
大
口
町
に
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
 

問 

問 問 

問 問 町
史
編
さ
ん
室
長 

町
史
編
さ
ん
室
長 

町
史
編
さ
ん
室
長 

町
史
編
さ
ん
室
長 

町
史
編
さ
ん
室
長 

住
民
や
町
内
事
業
者
へ

の
支
援
額
は
。
 

住
民
へ
の
主

な
支
援
は
表

の
と
お
り
。
 

町
内
事
業
者

や
住
民
へ
の

主
な
支
援
は
表
の
と
お
り
。
 

 

今
後
の
歳
入
見
通
し
は
。
 

 

令
和
2
年
度
は

法
人
町
民
税
が

最
大
で
2
億
3
千
万
円
減
少

す
る
見
込
み
。
不
足
分
は

施
策
の
改
廃
や
事
務
事
業

の
見
直
し
を
今
ま
で
以
上

に
検
討
し
な
が
ら
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
対
応
す
る
。
 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

地
域
協
働
部
長 

総
務
部
長 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
本
町
で
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
町
は

情
報
公
開
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
 

感
染
者
の
情

報
は
、
県
が

公
表
す
る
内
容
（
居
住
地
・

年
代
・
性
別
・
発
症
日
・
確

定
日
・
症
状
）
以
外
の
こ
と

は
分
か
ら
な
い
の
で
、
県
が

公
表
す
る
記
者
発
表
資
料
を

引
用
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
表
し
て
い
る
。
 

 

新
し
い
生
活
様
式
へ
の

移
行
と
い
う
観
点
か
ら
、

本
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一

部
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
き
な

い
か
。
 

来
年
の
2
月
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を
コ

ン
ビ
ニ
で
交
付
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
他
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
は
、
こ
の
事
業
の

効
果
を
評
価
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

今
後
、
4
月
の
よ
う
な

深
刻
な
状
況
に
な
っ
た

場
合
に
、
町
内
企
業
へ
の
支

援
に
つ
い
て
本
町
の
考
え
は
。
 

第
1
波
の
際

の
感
染
拡
大

防
止
対
策
は
経
済
活
動
を
大

き
く
制
限
す
る
も
の
で
、
国

も
多
く
の
支
援
策
を
設
け
た
。

第
2
波
の
際
は
新
し
い
生
活

様
式
の
徹
底
を
求
め
な
が
ら

経
済
活
動
が
回
る
よ
う
な
施

策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
 

　
本
町
と
し
て
は
、
国
や
県

の
支
援
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
今
後
の
支
援
を
考
え

て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

総
務
部
長 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
避
難

対
策
の
見
直
し
が
必
要
と
な

っ
た
が
、
本
町
の
計
画
は
対

応
で
き
て
い
る
か
。
 

新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等

行
動
計
画
を
基
に
コ
ロ
ナ
対

応
事
業
継
続
計
画
を
作
成
し
、

刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
対

応
し
、
町
を
挙
げ
て
取
組
を

強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

 

国
は
防
災
基
本
計
画
を

毎
年
改
定
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
の
地
域
防
災
計
画

の
改
定
状
況
は
。
 

本
年
度
末
ま

で
に
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
含
め
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
う
。
 

　
今
後
は
変
更
が
必
要
な
都

度
、
速
や
か
に
改
定
し
て
い

く
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

新型コロナ対策 

避難所での感染防止対策について 
実施された職員研修の一場面 

マイナンバーカードで住民票交付も便利に 

表　本町の新型コロナウイルス対策の主な支援一覧 

今後の町内企業支援の考えは 

新
し
く
町
史
を
刊
行
す
る
目
的
は
 

町
史
編
さ
ん
室
長 
こ
の
時
代
の
記
録
を
後
世
に
残
し
た
い 

令和2年9月定例会 
一般質問（丹羽孝議員） 

令和2年9月定例会 
一般質問（江口議員） 

地域協働部長 国や県の動向を注視しながら考えたい 

おおぐち議会だより　No.226
令和2年10月23日発行 

おおぐち議会だより　No.226
令和2年10月23日発行 

支援内容 

水道・下水道基本料金6か月
減免 

新生児すくすく子育て支援 

学校・保育園等給食費無償 
（6月～8月） 

県共同休業協力要請事業者
協力金 

町独自休業協力要請事業者
協力金 

商工会事業者マスク15枚
支給 

プレミアム商品券 
（プレミアム率　30%） 

金額・件数 

6,570万円 

1,100万円 

2,900万円 

2,600万円 

1,760万円 

517社 

15,703組 

個
　
人 

事 

業 

者 
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い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

今
後
、
4
月
の
よ
う
な

深
刻
な
状
況
に
な
っ
た

場
合
に
、
町
内
企
業
へ
の
支

援
に
つ
い
て
本
町
の
考
え
は
。
 

第
1
波
の
際

の
感
染
拡
大

防
止
対
策
は
経
済
活
動
を
大

き
く
制
限
す
る
も
の
で
、
国

も
多
く
の
支
援
策
を
設
け
た
。

第
2
波
の
際
は
新
し
い
生
活

様
式
の
徹
底
を
求
め
な
が
ら

経
済
活
動
が
回
る
よ
う
な
施

策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
 

　
本
町
と
し
て
は
、
国
や
県

の
支
援
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
今
後
の
支
援
を
考
え

て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

総
務
部
長 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
避
難

対
策
の
見
直
し
が
必
要
と
な

っ
た
が
、
本
町
の
計
画
は
対

応
で
き
て
い
る
か
。
 

新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等

行
動
計
画
を
基
に
コ
ロ
ナ
対

応
事
業
継
続
計
画
を
作
成
し
、

刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
対

応
し
、
町
を
挙
げ
て
取
組
を

強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

 

国
は
防
災
基
本
計
画
を

毎
年
改
定
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
の
地
域
防
災
計
画

の
改
定
状
況
は
。
 

本
年
度
末
ま

で
に
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
含
め
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
う
。
 

　
今
後
は
変
更
が
必
要
な
都

度
、
速
や
か
に
改
定
し
て
い

く
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

新型コロナ対策 

避難所での感染防止対策について 
実施された職員研修の一場面 

マイナンバーカードで住民票交付も便利に 

表　本町の新型コロナウイルス対策の主な支援一覧 

今後の町内企業支援の考えは 

新
し
く
町
史
を
刊
行
す
る
目
的
は
 

町
史
編
さ
ん
室
長 

こ
の
時
代
の
記
録
を
後
世
に
残
し
た
い 

令和2年9月定例会 
一般質問（丹羽孝議員） 

令和2年9月定例会 
一般質問（江口議員） 

地域協働部長 国や県の動向を注視しながら考えたい 

おおぐち議会だより　No.226
令和2年10月23日発行 

おおぐち議会だより　No.226
令和2年10月23日発行 

支援内容 

水道・下水道基本料金6か月
減免 

新生児すくすく子育て支援 

学校・保育園等給食費無償 
（6月～8月） 

県共同休業協力要請事業者
協力金 

町独自休業協力要請事業者
協力金 

商工会事業者マスク15枚
支給 

プレミアム商品券 
（プレミアム率　30%） 

金額・件数 

6,570万円 

1,100万円 

2,900万円 

2,600万円 

1,760万円 

517社 

15,703組 

個
　
人 

事 

業 

者 
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一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

 

一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

子どもが認知症を理解する機会を 
部長 子どもも参加できる勉強会を企画 

認知症サポーター養成 

L
I
N
E
に
よ
る
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
 

部
長 

情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
活
用
を
目
指
す 

自
治
組
織
の
認
知
度
が

低
い
こ
と
に
つ
い
て
、

行
政
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
 

青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な

ど
、
地
域
に
必
要
な
活
動
を

地
道
に
行
い
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

地
域
自
治
組
織
の
認
知
度
が

上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
 

 

自
治
組
織
や
行
政
区
な

ど
地
域
の
活
動
に
対
し

て
無
関
心
層
が
か
な
り
い
る

が
ど
う
取
り
込
む
の
か
。
 

関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る

部
分
に
無
理
な
く
か
か
わ
れ

る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
で
き

る
こ
と
を
担
っ
て
も
ら
い
た

い
。
 

 

自
治
組
織
、
行
政
区
の

役
員
は
い
つ
も
同
じ
で
、

次
の
担
い
手
が
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
他
へ
波
及
し

な
い
こ
と
に
対
し
て
ど
う
考

え
る
の
か
。
 

み
ん
な
で
助

け
合
わ
な
い

と
地
域
で
意
欲
の
あ
る
方
が

疲
れ
て
し
ま
う
。
行
政
区
と

自
治
組
織
を
一
体
的
な
組
織

と
す
る
こ
と
で
将
来
的
に
は

役
員
数
の
整
理
を
し
、
負
担

を
軽
減
し
て
い
き
た
い
。
ひ

と
つ
の
役
割
へ
の
負
担
を
減

ら
し
、
み
ん
な
で
協
力
す
る

体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
 

 

自
治
を
理
解
さ
れ
て
い

る
方
は
ご
く
一
部
で
あ

り
、
そ
う
で
な
い
方
が
多
数

で
あ
り
、
今
後
進
め
て
い
く

に
は
限
界
が
あ
り
、
意
識
が

育
つ
よ
う
に
行
政
主
導
で
町

の
方
向
性
を
示
し
て
ほ
し
い

が
。
 

自
治
意
識
の

限
界
は
個
々

の
住
民
の
意
識
の
差
に
よ
る

も
の
。
 

　
行
政
か
ら
の
働
き
か
け
が

意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
、
啓
発
な
ど
の
取

組
が
引
き
続
き
必
要
と
考
え

る
。
 

問 

問 
問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

現
在
、
道
路
等
の
異
常

に
関
す
る
通
報
に
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。
 

電
話
や
窓
口
で

連
絡
を
受
け
、

住
宅
地
図
等
で
場
所
を
特
定

し
な
が
ら
状
況
を
伺
い
、
職

員
が
現
地
を
確
認
し
て
対
応

し
て
い
る
。
 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
の
L
I
N
E
を
活
用

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

L
I
N
E
を
活
用
し
た
通
報

シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は
。
 

ま
ず
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
情

報
を
始
め
と
し
た
、
町
政
一

般
の
情
報
を
発
信
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
開
設
を
目
指
し
て
い
く
。
 

 

L
I
N
E
を
活
用
し
た

事
業
の
導
入
、
運
用
方

法
等
の
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
に

積
極
的
に
参
加
し
て
は
ど
う

か
。
 

様
々
な
研
修
の

案
内
が
来
る
の
で
、

時
間
の
許
す
限
り
積
極
的
に

参
加
し
て
勉
強
し
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
認

知
症
を
理
解
す
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
も
大
事
。
学

校
で
の
積
極
的
な
取
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。
 

現
在
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の

中
に
新
た
な
授
業
を
組
み
込

む
の
は
教
師
の
負
担
が
重
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

各
地
域
で
実
施
さ
れ
る
勉
強

会
等
に
子
ど
も
た
ち
も
一
緒

に
参
加
で
き
る
企
画
内
容
で

実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

く
。
 

 

事
業
者
向
け
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
以
下
、
養
成
講
座
）
の
推

進
を
。
 

昨
年
度
、
高

齢
者
地
域
見

守
り
に
関
す
る
協
定
締
結
事

業
者
の
連
絡
会
議
に
て
、
養

成
講
座
開
催
の
提
案
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
連

絡
会
議
に
て
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
、
集
合
型
の
養

成
講
座
開
催
は
難
し
い
状
況
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
は
。
 

養
成
講
座
は
、

そ
の
特
性
か

ら
可
能
な
限
り
、
対
話
型
、

体
験
型
で
実
施
。
対
話
型
の

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
開
催
は
、

主
催
者
と
参
加
者
双
方
の
環

境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

　
今
後
は
、
講
座
内
容
の
編

集
等
で
、
視
聴
で
き
る
内
容

の
配
信
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
 

問 

問 問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

道路の異常等を簡単に通報できる仕組みの導入
を期待します 

認知症支援チームマスコット 
「おれんじちゃん」 

無
関
心
層
の
取
り
込
み
は
 

部
長 

無
理
な
く
か
か
わ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い 

地
域
活
動 

令和2年9月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和2年9月定例会 
一般質問（船戸議員） 

まちづくり座談会の様子（さつきケ丘防災センター） 

おおぐち議会だより　No.226
令和2年10月23日発行 

おおぐち議会だより　No.226
令和2年10月23日発行 11 10
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聴
で
き
る
内
容

の
配
信
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
 

問 

問 問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

道路の異常等を簡単に通報できる仕組みの導入
を期待します 

認知症支援チームマスコット 
「おれんじちゃん」 

無
関
心
層
の
取
り
込
み
は
 

部
長 

無
理
な
く
か
か
わ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い 

地
域
活
動 

令和2年9月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和2年9月定例会 
一般質問（船戸議員） 

まちづくり座談会の様子（さつきケ丘防災センター） 
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一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

資格証明書の廃止を 
部長 税の公平性を保つ趣旨から必要 

国民健康保険 

小
企
業
に
大
胆
な
支
援
を
 

部
長 

住
民
理
解
を
得
ら
れ
る
独
自
支
援
策
を
検
討 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

 

20
人
か
ら
30
人
の
学
級

に
す
る
に
は
、
現
状
に

加
え
て
何
ク
ラ
ス
必
要
か
。
 

現
在
小
学
校

の
通
常
学
級

は
3
校
合
わ
せ
て
40
学
級
、

中
学
校
の
通
常
学
級
は
20
学

級
あ
る
。
 

　
20
人
学
級
の
場
合
は
、
小

学
校
3
校
で
33
学
級
、
中
学

校
で
16
学
級
増
加
、
30
人
学

級
の
場
合
は
、
小
学
校
3
校

で
12
学
級
、
中
学
校
で
5
学

級
増
加
す
る
と
試
算
。（
表

参
照
）
 

 

町
独
自
で
教
員
を
採
用

し
て
不
都
合
は
あ
る
か
。
 

町
で
採
用
す

る
に
は
、
町

費
の
教
員
も
い
る
の
で
問
題

は
な
い
。
 

 

町
独
自
の
学
校
運
営
で

少
人
数
学
級
の
実
施
を
。
 

教
員
や
教
室

の
確
保
等
を

今
す
ぐ
に
行
う
こ
と
は
厳
し

い
。
 

　
現
在
、
少
人
数
対
応
の
た

め
に
各
小
学
校
に
1
人
ず
つ
、

中
学
校
に
は
3
人
の
非
常
勤

講
師
を
町
費
で
配
置
し
て
い

る
。
 

　
現
在
は
多
く
の
人
数
で
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
に
触
れ

て
、
考
え
を
深
め
た
り
す
る

と
い
っ
た
利
点
を
生
か
し
な

が
ら
、
場
面
に
応
じ
て
少
人

数
の
学
級
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
現
実
的
な
路
線
と
考
え

て
い
る
。
 

　
少
人
数
学
級
実
現
の
た
め

に
、
町
と
し
て
も
国
の
定
数

法
の
改
善
等
に
強
く
要
望
を

出
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 派
遣
指
導
主
事 

派
遣
指
導
主
事 

派
遣
指
導
主
事 

い
ち
い
信
用
金
庫
は
顧

客
企
業
8
0
0
社
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
。
本
町
も
町
内
企
業

4
0
0
社
ほ
ど
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
活
か
す

と
し
て
い
た
が
、
結
果
は
ど

の
よ
う
か
。
 

大
口
町
中
小

企
業
振
興
会

議
の
委
員
で
町
内
を
主
な
業

務
範
囲
と
す
る
金
融
機
関
2

社
の
協
力
を
得
て
情
報
を
収

集
。
そ
の
結
果
、
国
内
消
費

の
不
振
よ
り
も
、
中
国
経
済

の
落
ち
込
み
や
米
中
貿
易
摩

擦
の
余
波
を
受
け
た
輸
出
不

調
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
経

営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
企

業
が
多
数
あ
る
こ
と
も
判
明

し
た
。
 

 

大
き
い
企
業
は
借
金
し

て
も
国
に
保
護
さ
れ
て

い
る
。
 

　
小
さ
い
企
業
、
特
に
従
業

員
が
0
人
か
ら
5
人
と
い
う

よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
国
が
保

護
し
て
く
れ
る
わ
け
が
な
い
。
 

　
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
企
業

に
対
し
、
町
独
自
の
給
付
制

度
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。
 

国
の
支
援
が

リ
ー
マ
ン
の

時
に
比
べ
て
か
な
り
手
厚
い

と
聞
い
て
い
る
。
雇
用
状
況

等
も
リ
ー
マ
ン
の
時
に
比
べ

る
と
ま
だ
い
い
状
況
に
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
 

　
町
と
し
て
は
こ
れ
ら
国
の

支
援
が
縮
小
さ
れ
る
段
階
に

お
い
て
、
本
町
の
企
業
が
立

ち
直
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
時
に
町
独
自
の
支
援
を
考

え
て
い
き
た
い
。
 

　
資
金
繰
り
と
言
う
面
で
は
、

で
き
る
限
り
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
必
要
な
と
こ
ろ
に
お
金
が

回
せ
る
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
財
源
が
税
金
な
の

で
町
民
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
支
援
方
法
で
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
し
ば
ら
く
は
、
ど
う
い
っ

た
手
法
で
独
自
の
支
援
を
し

て
い
く
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

来
庁
者
が
安
心
し
て
窓

口
に
行
け
る
よ
う
、
本

庁
舎
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
、
総

合
案
内
が
で
き
る
よ
う
な
場

所
の
設
置
と
人
員
配
置
が
で

き
な
い
か
。
 近

隣
の
市
役
所

で
は
総
合
案
内

を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
本
町
で
は
分
か
り
や
す

い
案
内
看
板
等
の
設
置
を
心

が
け
、
来
庁
者
の
方
に
案
内

し
て
い
る
が
、
よ
り
丁
寧
な

対
応
と
い
う
観
点
で
は
人
員

の
配
置
も
必
要
と
感
じ
る
。
 

　
し
か
し
、
人
員
に
余
裕
が

あ
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
職

員
の
人
数
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。
 

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

手
続
き
を
ワ
ン
フ
ロ
ア

―
、
最
低
で
も
建
物
の
1
階

と
2
階
で
完
結
で
き
る
よ
う

な
窓
口
の
設
置
を
。
 

い
わ
ゆ
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
建
物
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
の
問
題
が
あ
る

の
で
、
限
ら
れ
た
空
間
の
中

で
連
携
を
取
り
な
が
ら
や
っ

て
い
る
。
 

　
特
に
健
康
福
祉
部
の
中
で

は
可
能
な
限
り
役
場
と
健
康

文
化
セ
ン
タ
ー
間
の
移
動
が

少
な
く
な
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
感
染
拡
大
し
て
お
り
、

資
格
証
明
書
の
世
帯
も
短
期

保
険
証
の
発
行
に
切
り
替
え

る
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
思

う
。
 

　
切
り
替
え
る
に
当
た
っ
て

は
、
本
来
は
資
格
証
明
書
の

発
行
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
取

っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
文

書
を
添
え
、
短
期
保
険
証
を

発
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
 

資
格
証
明
書

の
対
象
世
帯

に
対
し
て
は
、
3
月
に
7
月

末
ま
で
有
効
の
短
期
保
険
証

を
発
行
し
、
そ
の
後
も
短
期

保
険
証
を
発
行
し
た
。
送
付

す
る
際
に
は
提
案
の
と
お
り
、

文
書
を
添
え
て
郵
送
し
て
い

る
。
 

 

資
格
証
明
書
を
廃
止
し
、

少
な
く
と
も
短
期
保
険

証
を
発
行
し
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。
 

国
保
は
加
入

者
相
互
が
支

え
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

制
度
。
税
の
公
平
性
を
保
つ

趣
旨
か
ら
資
格
証
明
書
の
制

度
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
は
、
様
々
な
手
を
尽

く
し
て
も
接
触
が
で
き
な
い

滞
納
者
の
状
況
に
応
じ
て
資

格
証
明
書
を
交
付
す
る
ケ
ー

ス
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

庁舎玄関ホールに設置された案内看板 

本庁舎玄関に総合案内の設置を 
部長 職員の人数を勘案しながら検討 

町
独
自
の
少
人
数
学
級
の
実
施
を
 

派
遣
指
導
主
事 
場
面
に
応
じ
た
少
人
数
学
級
が
現
実
的 

令和2年9月定例会 
一般質問（吉田議員） 

令和2年9月定例会 
一般質問（江幡議員） 

表　派遣指導主事の答弁より作成 （単位：学級） 
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区分 現在の 
学級数 

小学校 

中学校 

40 

20

30人 
学級 

52 

25

20人 
学級 

73 

36
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資格証明書の廃止を 
部長 税の公平性を保つ趣旨から必要 

国民健康保険 

小
企
業
に
大
胆
な
支
援
を
 

部
長 

住
民
理
解
を
得
ら
れ
る
独
自
支
援
策
を
検
討 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

 

20
人
か
ら
30
人
の
学
級

に
す
る
に
は
、
現
状
に

加
え
て
何
ク
ラ
ス
必
要
か
。
 

現
在
小
学
校

の
通
常
学
級

は
3
校
合
わ
せ
て
40
学
級
、

中
学
校
の
通
常
学
級
は
20
学

級
あ
る
。
 

　
20
人
学
級
の
場
合
は
、
小

学
校
3
校
で
33
学
級
、
中
学

校
で
16
学
級
増
加
、
30
人
学

級
の
場
合
は
、
小
学
校
3
校

で
12
学
級
、
中
学
校
で
5
学

級
増
加
す
る
と
試
算
。（
表

参
照
）
 

 

町
独
自
で
教
員
を
採
用

し
て
不
都
合
は
あ
る
か
。
 

町
で
採
用
す

る
に
は
、
町

費
の
教
員
も
い
る
の
で
問
題

は
な
い
。
 

 

町
独
自
の
学
校
運
営
で

少
人
数
学
級
の
実
施
を
。
 

教
員
や
教
室

の
確
保
等
を

今
す
ぐ
に
行
う
こ
と
は
厳
し

い
。
 

　
現
在
、
少
人
数
対
応
の
た

め
に
各
小
学
校
に
1
人
ず
つ
、

中
学
校
に
は
3
人
の
非
常
勤

講
師
を
町
費
で
配
置
し
て
い

る
。
 

　
現
在
は
多
く
の
人
数
で
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
に
触
れ

て
、
考
え
を
深
め
た
り
す
る

と
い
っ
た
利
点
を
生
か
し
な

が
ら
、
場
面
に
応
じ
て
少
人

数
の
学
級
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
現
実
的
な
路
線
と
考
え

て
い
る
。
 

　
少
人
数
学
級
実
現
の
た
め

に
、
町
と
し
て
も
国
の
定
数

法
の
改
善
等
に
強
く
要
望
を

出
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 派
遣
指
導
主
事 

派
遣
指
導
主
事 

派
遣
指
導
主
事 

い
ち
い
信
用
金
庫
は
顧

客
企
業
8
0
0
社
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
。
本
町
も
町
内
企
業

4
0
0
社
ほ
ど
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
活
か
す

と
し
て
い
た
が
、
結
果
は
ど

の
よ
う
か
。
 

大
口
町
中
小

企
業
振
興
会

議
の
委
員
で
町
内
を
主
な
業

務
範
囲
と
す
る
金
融
機
関
2

社
の
協
力
を
得
て
情
報
を
収

集
。
そ
の
結
果
、
国
内
消
費

の
不
振
よ
り
も
、
中
国
経
済

の
落
ち
込
み
や
米
中
貿
易
摩

擦
の
余
波
を
受
け
た
輸
出
不

調
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
経

営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
企

業
が
多
数
あ
る
こ
と
も
判
明

し
た
。
 

 

大
き
い
企
業
は
借
金
し

て
も
国
に
保
護
さ
れ
て

い
る
。
 

　
小
さ
い
企
業
、
特
に
従
業

員
が
0
人
か
ら
5
人
と
い
う

よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
国
が
保

護
し
て
く
れ
る
わ
け
が
な
い
。
 

　
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
企
業

に
対
し
、
町
独
自
の
給
付
制

度
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。
 

国
の
支
援
が

リ
ー
マ
ン
の

時
に
比
べ
て
か
な
り
手
厚
い

と
聞
い
て
い
る
。
雇
用
状
況

等
も
リ
ー
マ
ン
の
時
に
比
べ

る
と
ま
だ
い
い
状
況
に
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
 

　
町
と
し
て
は
こ
れ
ら
国
の

支
援
が
縮
小
さ
れ
る
段
階
に

お
い
て
、
本
町
の
企
業
が
立

ち
直
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
時
に
町
独
自
の
支
援
を
考

え
て
い
き
た
い
。
 

　
資
金
繰
り
と
言
う
面
で
は
、

で
き
る
限
り
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
必
要
な
と
こ
ろ
に
お
金
が

回
せ
る
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
財
源
が
税
金
な
の

で
町
民
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
支
援
方
法
で
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
し
ば
ら
く
は
、
ど
う
い
っ

た
手
法
で
独
自
の
支
援
を
し

て
い
く
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

来
庁
者
が
安
心
し
て
窓

口
に
行
け
る
よ
う
、
本

庁
舎
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
、
総

合
案
内
が
で
き
る
よ
う
な
場

所
の
設
置
と
人
員
配
置
が
で

き
な
い
か
。
 近

隣
の
市
役
所

で
は
総
合
案
内

を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
本
町
で
は
分
か
り
や
す

い
案
内
看
板
等
の
設
置
を
心

が
け
、
来
庁
者
の
方
に
案
内

し
て
い
る
が
、
よ
り
丁
寧
な

対
応
と
い
う
観
点
で
は
人
員

の
配
置
も
必
要
と
感
じ
る
。
 

　
し
か
し
、
人
員
に
余
裕
が

あ
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
職

員
の
人
数
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。
 

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

手
続
き
を
ワ
ン
フ
ロ
ア

―
、
最
低
で
も
建
物
の
1
階

と
2
階
で
完
結
で
き
る
よ
う

な
窓
口
の
設
置
を
。
 

い
わ
ゆ
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
建
物
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
の
問
題
が
あ
る

の
で
、
限
ら
れ
た
空
間
の
中

で
連
携
を
取
り
な
が
ら
や
っ

て
い
る
。
 

　
特
に
健
康
福
祉
部
の
中
で

は
可
能
な
限
り
役
場
と
健
康

文
化
セ
ン
タ
ー
間
の
移
動
が

少
な
く
な
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
感
染
拡
大
し
て
お
り
、

資
格
証
明
書
の
世
帯
も
短
期

保
険
証
の
発
行
に
切
り
替
え

る
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
思

う
。
 

　
切
り
替
え
る
に
当
た
っ
て

は
、
本
来
は
資
格
証
明
書
の

発
行
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
取

っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
文

書
を
添
え
、
短
期
保
険
証
を

発
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
 

資
格
証
明
書

の
対
象
世
帯

に
対
し
て
は
、
3
月
に
7
月

末
ま
で
有
効
の
短
期
保
険
証

を
発
行
し
、
そ
の
後
も
短
期

保
険
証
を
発
行
し
た
。
送
付

す
る
際
に
は
提
案
の
と
お
り
、

文
書
を
添
え
て
郵
送
し
て
い

る
。
 

 

資
格
証
明
書
を
廃
止
し
、

少
な
く
と
も
短
期
保
険

証
を
発
行
し
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。
 

国
保
は
加
入

者
相
互
が
支

え
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

制
度
。
税
の
公
平
性
を
保
つ

趣
旨
か
ら
資
格
証
明
書
の
制

度
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
は
、
様
々
な
手
を
尽

く
し
て
も
接
触
が
で
き
な
い

滞
納
者
の
状
況
に
応
じ
て
資

格
証
明
書
を
交
付
す
る
ケ
ー

ス
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

庁舎玄関ホールに設置された案内看板 

本庁舎玄関に総合案内の設置を 
部長 職員の人数を勘案しながら検討 

町
独
自
の
少
人
数
学
級
の
実
施
を
 

派
遣
指
導
主
事 

場
面
に
応
じ
た
少
人
数
学
級
が
現
実
的 

令和2年9月定例会 
一般質問（吉田議員） 

令和2年9月定例会 
一般質問（江幡議員） 

表　派遣指導主事の答弁より作成 （単位：学級） 
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区分 現在の 
学級数 

小学校 

中学校 

40 

20

30人 
学級 

52 

25

20人 
学級 

73 

36
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一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

事業評価の調査・研究はどのようか 
部長 紹介事例の研究と併せ見直しを検討 

主要施策の成果報告書 議
会
議
員
及
び
町
長
選

挙
で
、
選
挙
用
の
自
動

車
の
使
用
、
ビ
ラ
・
ポ
ス
タ

ー
の
作
成
費
を
公
費
負
担
す

る
条
例
制
定
の
予
定
は
。
 

改
正
公
職
選
挙

法
が
施
行
さ
れ

る
本
年
12
月
12
日
以
降
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
準
備
が
整
い
次

第
、
議
会
に
条
例
を
諮
り
制

定
し
た
い
。
 

 

供
託
金
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認

識
か
。
 

国
、
県
、
市
と

同
様
に
選
挙
公

営
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

供
託
金
制
度
は
必
要
で
あ
る

と
理
解
。
 

 

立
候
補
者
の
主
義
、
主

張
を
伝
え
る
選
挙
公
報

を
発
行
す
る
条
例
を
制
定
す

る
予
定
は
。
 従

来
か
ら
条
例

の
制
定
は
可
能

で
あ
っ
た
が
、
本
町
で
は
未

制
定
だ
っ
た
。
 

　
今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改

正
を
一
つ
の
機
会
と
と
ら
え
、

選
挙
公
営
に
関
す
る
条
例
と

併
せ
て
制
定
。
 

問 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

他
市
町
の
成
果
報
告
書

等
、
事
業
評
価
書
類
と

の
比
較
で
、
優
れ
て
い
る
点

は
あ
る
か
。
ま
た
、
他
市
町

の
基
本
事
業
シ
ー
ト
に
は

K
P
I

を
含
め
て
本
町
に
追

加
す
べ
き
、
又
は
、
追
加
が

望
ま
れ
る
指
標
・
情
報
等
は

あ
る
と
思
う
が
。
 

ど
こ
が
優
れ
て

い
る
か
比
較
し

た
こ
と
は
な
い
の
で
分
か
ら

な
い
が
、
他
市
町
の
優
れ
て

い
る
点
を
参
考
に
随
時
修
正

し
て
い
る
。
 

　
現
在
、
第
7
次
大
口
町
総

合
計
画
や
、
大
口
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
定
め
て
あ
る
K
P
I

は
、

本
年
度
の
見
直
し
作
業
等
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

 

徐
々
に
改
善
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
し
、
担
当
課
の
苦
労
も

察
す
る
が
、
本
町
よ
り
も
小

規
模
な
町
で
も
先
進
的
な
取

り
組
み
も
あ
る
し
、
総
務
省

H
P
に
は
参
考
事
例
集
も
あ

る
。
 

　
本
町
の
事
業
評
価
に
係
る

調
査
・
研
究
は
ど
の
よ
う
か
。
 

現
在
、
事
業
評

価
の
研
究
は
し

て
い
な
い
が
、
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
先
進
事
例
の
研
究

と
併
せ
、
本
年
度
、
町
総
合

計
画
の
中
間
見
直
し
時
に
評

価
方
法
及
び
行
政
経
営
計
画

書
の
見
直
し
が
で
き
な
い
か

を
検
討
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

県
は
県
道
の
植
樹
帯
の

除
草
、
選
定
を
年
に
何

回
実
施
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

そ
の
管
理
基
準
は
ど
の
よ
う

か
。
 

建
築
限
界
と
い

う
車
両
や
歩
行

者
な
ど
が
安
全
に
通
行
す
る

た
め
の
空
間
が
あ
り
、
こ
れ

を
侵
す
よ
う
に
伸
び
た
枝
な

ど
は
剪
定
の
対
象
と
な
る
。

県
で
は
必
要
に
応
じ
て
剪
定

や
除
草
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

植
樹
帯
を
撤
去
し
、
自

転
車
歩
行
者
道
（
以
下
、

自
歩
道
）
を
設
置
で
き
な
い

か
。
 

植
樹
帯
撤
去
に

よ
り
、
歩
道
幅

員
が
広
が
る
た
め
、
自
転
車

と
歩
行
者
が
混
在
す
る
道
路

で
は
安
全
性
が
高
ま
る
と
考

え
る
。
し
か
し
、
自
歩
道
の

指
定
に
は
公
安
委
員
会
の
意

見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。
 

 

町
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
町
の
財
源
で

県
道
の
植
樹
帯
を
管
理
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

住
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、

対
応
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
 

　
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も

交
通
安
全
対
策
の
事
業
で
あ

る
た
め
、
国
や
県
の
補
助
金

を
充
当
で
き
る
か
検
討
し
た

う
え
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

こ
の
10
年
間
で
成
果
報

告
書
上
、
主
要
と
判
断

さ
れ
た
施
策
・
事
業
は
52
%

と
ほ
ぼ
半
減
。
総
事
業
数

1
4
2
の
内
、
令
和
元
年
度

の
主
要
事
業
数
は
42
。
残
り

約
7
割
の
事
業
は
主
要
で
は

な
い
と
し
て
、
今
回
の
成
果

報
告
書
に
は
記
載
が
な
い
。
 

　
主
要
な
施
策
・
事
業
に
お

い
て
、「
主
要
」
と
判
断
す

る
基
準
等
は
。
 

明
確
な
基
準
は

な
く
、
担
当
課

や
政
策
推
進
課
に
て
、
事
業

内
容
や
決
算
額
を
参
考
に
選

択
し
て
い
る
。
 

 

近
隣
で
は
徴
税
事
務
等

も
含
み
全
て
の
事
業
を

対
象
と
し
て
評
価
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
 

　
本
町
は
な
ぜ
、
施
策
・
事

業
件
数
を
絞
る
の
か
。
 

決
算
の
特
徴
を

容
易
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
絞

っ
て
い
る
。
 

　
徴
税
事
務
は
公
平
な
税
負

担
と
い
う
観
点
か
ら
、
滞
納

者
に
適
正
な
滞
納
処
分
を
行

い
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ

る
た
め
、
主
要
施
策
と
は
せ

ず
、
計
数
資
料
編
に
資
料
と

し
て
掲
載
。
 

 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

植樹帯を撤去すれば自歩道にすることも 

選挙用自動車の燃料費等が公費で負担さ
れることにより立候補への負担が軽減され
ます 

総務省HPには、様々な先進地
の取組事例集が 

決算に係る主要施策の成果報告書　 
地方自治法に従い、会計年度における主
要な施策の成果を説明する書類として、
毎年9月議会に報告されるのだが・・・ 

町費で県道の植樹帯管理を 
部長 補助金充当の可能性も検討して実施 

選
挙
公
営
・
選
挙
公
報
の
条
例
制
定
を
 

部
長 
準
備
が
整
い
次
第
制
定
す
る 

令和2年9月定例会 
一般質問（岡議員） 

令和2年9月定例会 
一般質問（丹羽勉議員） 

　
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の

成
果
報
告
書
（
以
下
、
成
果

報
告
書
）
は
、
決
算
認
定
制

度
の
本
質
的
意
義
で
あ
る
行

政
効
果
の
客
観
的
判
断
の
た

め
の
資
料
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

　
本
町
の
成
果
報
告
書
は
、

正
直
、
定
性
的
な
評
価
・
記

述
が
主
と
な
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。
 

【
基
礎
的
情
報
量
】 

【
客
観
的
評
価
の
た
め
に
】 

Key 
Performance 
Indicators 

（重要業績評価指標）とは 
　組織の達成目標に対して、目
標達成度合いを評価する評価指標。 
　目標達成に向けた過程におけ
る達成度を把握し評価するため
の「中間目標」として非常に有
効なものと言われています。 
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主要施策の成果報告書 議
会
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員
及
び
町
長
選

挙
で
、
選
挙
用
の
自
動

車
の
使
用
、
ビ
ラ
・
ポ
ス
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ー
の
作
成
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を
公
費
負
担
す

る
条
例
制
定
の
予
定
は
。
 

改
正
公
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選
挙

法
が
施
行
さ
れ

る
本
年
12
月
12
日
以
降
実
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す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
準
備
が
整
い
次

第
、
議
会
に
条
例
を
諮
り
制

定
し
た
い
。
 

 

供
託
金
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認

識
か
。
 

国
、
県
、
市
と

同
様
に
選
挙
公

営
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

供
託
金
制
度
は
必
要
で
あ
る

と
理
解
。
 

 

立
候
補
者
の
主
義
、
主

張
を
伝
え
る
選
挙
公
報

を
発
行
す
る
条
例
を
制
定
す

る
予
定
は
。
 従

来
か
ら
条
例

の
制
定
は
可
能

で
あ
っ
た
が
、
本
町
で
は
未

制
定
だ
っ
た
。
 

　
今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改

正
を
一
つ
の
機
会
と
と
ら
え
、

選
挙
公
営
に
関
す
る
条
例
と

併
せ
て
制
定
。
 

問 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

他
市
町
の
成
果
報
告
書

等
、
事
業
評
価
書
類
と

の
比
較
で
、
優
れ
て
い
る
点

は
あ
る
か
。
ま
た
、
他
市
町

の
基
本
事
業
シ
ー
ト
に
は

K
P
I

を
含
め
て
本
町
に
追

加
す
べ
き
、
又
は
、
追
加
が

望
ま
れ
る
指
標
・
情
報
等
は

あ
る
と
思
う
が
。
 

ど
こ
が
優
れ
て

い
る
か
比
較
し

た
こ
と
は
な
い
の
で
分
か
ら

な
い
が
、
他
市
町
の
優
れ
て

い
る
点
を
参
考
に
随
時
修
正

し
て
い
る
。
 

　
現
在
、
第
7
次
大
口
町
総

合
計
画
や
、
大
口
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
定
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て
あ
る
K
P
I

は
、

本
年
度
の
見
直
し
作
業
等
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

 

徐
々
に
改
善
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
し
、
担
当
課
の
苦
労
も

察
す
る
が
、
本
町
よ
り
も
小

規
模
な
町
で
も
先
進
的
な
取

り
組
み
も
あ
る
し
、
総
務
省

H
P
に
は
参
考
事
例
集
も
あ

る
。
 

　
本
町
の
事
業
評
価
に
係
る

調
査
・
研
究
は
ど
の
よ
う
か
。
 

現
在
、
事
業
評

価
の
研
究
は
し

て
い
な
い
が
、
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
先
進
事
例
の
研
究

と
併
せ
、
本
年
度
、
町
総
合

計
画
の
中
間
見
直
し
時
に
評

価
方
法
及
び
行
政
経
営
計
画

書
の
見
直
し
が
で
き
な
い
か

を
検
討
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

県
は
県
道
の
植
樹
帯
の

除
草
、
選
定
を
年
に
何

回
実
施
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

そ
の
管
理
基
準
は
ど
の
よ
う

か
。
 

建
築
限
界
と
い

う
車
両
や
歩
行

者
な
ど
が
安
全
に
通
行
す
る

た
め
の
空
間
が
あ
り
、
こ
れ

を
侵
す
よ
う
に
伸
び
た
枝
な

ど
は
剪
定
の
対
象
と
な
る
。

県
で
は
必
要
に
応
じ
て
剪
定

や
除
草
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

植
樹
帯
を
撤
去
し
、
自

転
車
歩
行
者
道
（
以
下
、

自
歩
道
）
を
設
置
で
き
な
い

か
。
 

植
樹
帯
撤
去
に

よ
り
、
歩
道
幅

員
が
広
が
る
た
め
、
自
転
車

と
歩
行
者
が
混
在
す
る
道
路

で
は
安
全
性
が
高
ま
る
と
考

え
る
。
し
か
し
、
自
歩
道
の

指
定
に
は
公
安
委
員
会
の
意

見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。
 

 

町
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
町
の
財
源
で

県
道
の
植
樹
帯
を
管
理
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

住
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、

対
応
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
 

　
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も

交
通
安
全
対
策
の
事
業
で
あ

る
た
め
、
国
や
県
の
補
助
金

を
充
当
で
き
る
か
検
討
し
た

う
え
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

こ
の
10
年
間
で
成
果
報

告
書
上
、
主
要
と
判
断

さ
れ
た
施
策
・
事
業
は
52
%

と
ほ
ぼ
半
減
。
総
事
業
数

1
4
2
の
内
、
令
和
元
年
度

の
主
要
事
業
数
は
42
。
残
り

約
7
割
の
事
業
は
主
要
で
は

な
い
と
し
て
、
今
回
の
成
果

報
告
書
に
は
記
載
が
な
い
。
 

　
主
要
な
施
策
・
事
業
に
お

い
て
、「
主
要
」
と
判
断
す

る
基
準
等
は
。
 

明
確
な
基
準
は

な
く
、
担
当
課

や
政
策
推
進
課
に
て
、
事
業

内
容
や
決
算
額
を
参
考
に
選

択
し
て
い
る
。
 

 

近
隣
で
は
徴
税
事
務
等

も
含
み
全
て
の
事
業
を

対
象
と
し
て
評
価
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
 

　
本
町
は
な
ぜ
、
施
策
・
事

業
件
数
を
絞
る
の
か
。
 

決
算
の
特
徴
を

容
易
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
絞

っ
て
い
る
。
 

　
徴
税
事
務
は
公
平
な
税
負

担
と
い
う
観
点
か
ら
、
滞
納

者
に
適
正
な
滞
納
処
分
を
行

い
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ

る
た
め
、
主
要
施
策
と
は
せ

ず
、
計
数
資
料
編
に
資
料
と

し
て
掲
載
。
 

 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

植樹帯を撤去すれば自歩道にすることも 

選挙用自動車の燃料費等が公費で負担さ
れることにより立候補への負担が軽減され
ます 

総務省HPには、様々な先進地
の取組事例集が 

決算に係る主要施策の成果報告書　 
地方自治法に従い、会計年度における主
要な施策の成果を説明する書類として、
毎年9月議会に報告されるのだが・・・ 

町費で県道の植樹帯管理を 
部長 補助金充当の可能性も検討して実施 

選
挙
公
営
・
選
挙
公
報
の
条
例
制
定
を
 

部
長 

準
備
が
整
い
次
第
制
定
す
る 

令和2年9月定例会 
一般質問（岡議員） 

令和2年9月定例会 
一般質問（丹羽勉議員） 

　
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の

成
果
報
告
書
（
以
下
、
成
果

報
告
書
）
は
、
決
算
認
定
制

度
の
本
質
的
意
義
で
あ
る
行

政
効
果
の
客
観
的
判
断
の
た

め
の
資
料
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

　
本
町
の
成
果
報
告
書
は
、

正
直
、
定
性
的
な
評
価
・
記

述
が
主
と
な
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。
 

【
基
礎
的
情
報
量
】 

【
客
観
的
評
価
の
た
め
に
】 

Key 
Performance 
Indicators 

（重要業績評価指標）とは 
　組織の達成目標に対して、目
標達成度合いを評価する評価指標。 
　目標達成に向けた過程におけ
る達成度を把握し評価するため
の「中間目標」として非常に有
効なものと言われています。 
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まちの 
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まちの 
元気者 

議
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議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

取材を終えて 
　見守り活動以外にも児童広場の管理なども
されており、地域住民の信頼も厚く頼りにさ
れる存在です。お話を伺う中で伝わる、自身
より他を思いやる気持ち、やさしさ、正義感
など、人柄に感動しました。今後も健康に留
意され、ますますのご活躍をお祈りします。
　　　　　　　　　　 　　　　　（船戸光夫） 

　約10年前から地域で児童の通学の安全を見守
り続ける、さつきケ丘在住の高倉さんを取材し
ました。 
 
♪通学の見守り活動を始めたきっかけは？ 

　約10年前、健康のために毎日歩くことを始
めました。その際に、お一人で旗当番をされ
ている保護者の方を見かけ、一人では大変だ
と思ったのがきっかけです。 
 

♪見守り活動で気づかれたことは？ 
　道幅が狭く交通量も多いため、車のすれ違
いで側溝のふたまで車が来ることもあり、危
険だと感じます。 
 

♪最後に高倉さんのモットーは？ 
　やさしさと思いやりを持って過ごすことを日々
心掛けています。 

令和元年度　決算の概要 

一　般　質　問 

「新型コロナ対策　今後の町内企業支援の考えは」 

「子どもが認知症を理解する機会を」 

「町費で県道の植樹帯管理を」　ほか 

2～3 
8～15 
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議会だより 議会だより 児童の通学の 
　安全を見守り約10年 

～さつきケ丘在住　高倉 晃さん

表紙の写真 

 
五条川の秋の風物詩の
ヒガンバナ。 
今年もきれいに咲きま
した。 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

12月定例会予定 
11月27日（金） 提案説明 

30日（月） 一般質問 
12月 1日（火） 一般質問 

7日（月） 質疑 
8日（火） 質疑・委員会付託 

10日（木） 総務建設常任委員会 
14日（月） 文教福祉常任委員会 
18日（金） 討論・採決 

※日程は、変更になる場合があります。 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 倉

知

敏

美

 
 

船

戸

光

夫

 

江

口

昌

史

 

佐
名
か
よ
子 

岡

　

孝

夫

 

鈴

木

義

彦

 

大

竹

伸

一

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

大口町議会 
ホームページ 

月
定

例
会

 N
o.2

2
6

令
和

2
年

1
0

月
2

3
日

 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

12月定例会の傍聴について （※委員会を除く） 
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